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水理地質図の新刊

山梨県甲府盆地水理地質図
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日本水理地質図4が出版されてから17年になる.本図

は最近のさく井資料を基にして内容を新しく調製した改

訂版である.

甲府盆地は釜無川笛吹川などの河川によって土砂が運搬

された堆積盆地を構成Lている.盆地の山麓部には広大

な堆積扇状地が発達しここでは甲州ブドウが栽培され

気候風土にかなった最大の収入源となっている.

甲府盆地における地下水の分布揚水量帯水層の規模だ

と地下水の流動機構を図示し盆央部平野の地下地質構造

を示している.

盆央平野の浅層部には広く連続する腐植土混り粘土層(K)

が堆積し釜無川から浸透する地下水はこの下都層に流

動し圧力面の高い有力な自噴帯を構成している.

粘土層(K)の分布地域においては湖水の形成が想定され

甲府盆地末期における湖水消滅跡地では軟弱地盤を構成し

地盤沈下の進行が予想される.

沖積世末期における釜無川氾濫原の拡大は堆積盆地の地

下地質構造と密接に関係しこれに対応する地下水の活発

な流向だと水理環境が想定される.

釜無川･笛吹川水系の地下水は水質組成図から供給型お

よび停滞型などの水質に区分される.

腐植土混り粘土層(K)の花粉胞子化石の分析結果から堆

積盆地の古気候と古環境が決定されガマ属が検出されて

いることから池沼の存在が想定される.

盆地内の平野部には合計8本の観測井が設置され地下水

位の低下を監視し地盤沈下の発生など未然防止を図って

いる.
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